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森林・林業・木材産業における科学技術等関係主要事項（林野庁）

（１）温暖化対策

○森林吸収源計測・活用体制整備強化事業（拡充）

８８２，４００千円（６０７，４００千円）

１９９０年以降に行われた森林経営等の箇所の効果的把握手法の開発、１９８

９年末における森林現況図の作成等を行うとともに、森林土壌中の炭素量把握を

始めとした森林生態系全体の吸収量の算定に必要なデータの把握等を実施する。

（２）木質系バイオマス及び木材の利用推進

○木質資源機能高度活用技術の研究開発事業（新規）

１３５，０００千円（０千円）

中山間地域の活性化及び木材需要の拡大を推進するため、木質資源のガス化に

よる水素等の生成技術や木質資源の炭素化によるグラファイト等の生成技術を開

発する。

○木質資源循環利用技術開発事業

１３４，８７５千円（１４６，８８０千円）

木材成分のリグニン及びセルロー系成分を活用したリサイクルが可能な木質プ

ラスチックや生分解性プラスチック原料等としての利用技術を開発する。

○環境低負荷型新機能性木質系材料等の開発（拡充 （農林水産技術会議計上））

３６，６９４千円（１３，６８０千円）

有害物質を分解・無害化する酸化チタンと木粉及びプラスチックを複合化させ

た環境浄化用材料等や、ボードと化粧シートとの分離・剥離が容易になるリサイ

クル対応型接着剤を開発する。

○木材利用革新的技術開発促進事業

３３，９６６千円（３７，７４０千円）

民間企業等に対する公募方式により、木質廃棄物の抑制・再利用の促進及び木

材の品質向上、環境への負荷の少ない木材加工等の木材利用促進に関する革新的

な新技術・新製品の開発を実施。

○環境にやさしい木材保存技術の開発（農林水産技術会議計上）

２３，８３０千円（２３，８３０千円）

環境への負荷が少なく、野外の厳しい条件下で木材を長期に使用するために必

要な木材保存処理技術、その適正管理に必要な技術等を開発する。



（３）花粉症対策

○花粉生産予測情報調査事業

３２，７７３千円（３６，４１４千円）

花粉生産量の多いスギ林を調査して、花粉生産量が多い要因の解明等を行う。

これまで開発してきた雄花の着花状況判定による花粉生産量予測技術を全国的

に適用できる技術として確立させ普及を図る。

○花粉の少ない品種選定に関する調査

７，２５２千円（８，０５８千円）

花粉の少ない品種を選定するために、ヒノキについても雄花着花量の多少につ

いて調査を行い雄花着花性を解明。

（４）林業機械

○森林環境保全先端技術導入機械開発事業

９１，２６９千円（９１，２６９千円）

長期育成循環施業等の非皆伐施業に対応した森林環境保全に資する高性能林業

機械である急傾斜地非皆伐作業用伐採搬出機械、アタアッチメント式汎用作業機

械等の開発を行う。

（５）独立行政法人

○独立行政法人森林総合研究所運営費交付金

９，０８８，６２１千円（８，７９７，２４６千円）

○独立行政法人森林総合研究所施設整備費補助金

１６７，５９７千円（１６７，５９７千円）

○独立行政法人林木育種センター運営費交付金

２，０７２，６４０千円（２，０１４，３０９千円）

○独立行政法人林木育種センター施設整備費補助金

１３２，００８千円（１３２，００８千円）


